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専門分野 

エスノメソドロジー、会話分析、医療と福祉の社会学、文化社会学、情報社会論、コミュニケーション論 

 

研究テーマ 

在宅医療のコミュニケーション、裁判のＩＴ化、発達障害、医師－患者関係、文学社会学、 

障害者スポーツ研究、高等教育論、社会調査方法論、現代社会論 

 

担当授業（現在 および 過去に担当したことがあるもの） 

文化社会学,日常生活世界論,障害学,フィールドワーク論,ビデオ･エスノグラフィーほか 

 

前任校（神戸市看護大学）および、前任校（徳島大学）で担当した卒業研究のテーマ 

・エイペックス・レジェンズにおける相互行為文化の研究 

・看護師を辞めた＜看護師＞の職場と生活の社会学 

・特別養護老人ホームにおける高齢者とスタッフの相互行為分析 

・医療化する家庭・家庭化する医療―在宅医療のエスノメソドロジー 
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